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デ ザ イ ナ ー が 感 じ る
サービスデザインの今

コンセント座談会



の二人に話を聞きたいと思います。

まず、二人はサービスデザインをどう捉

えていますか？

大崎　私個人としては、あくまでもプロ

セスでしかないと思っています。

サービスデザインという言葉を使う・使

わないにかかわらず、あらゆるデザイン

はプロセスがとても大切。個別のタッチ

ポイントごとにデザインするような時代

ではもうなくて。利用者を中心とした全

岩楯　長谷川さんの言葉を借りて、サー

ビスデザインとは何かを端的に言うと「顧

客への提供価値をもとに事業を構築する

これからの時代のビジネスアプローチ」。

理解をさらに深めるために、複数プロジ

ェクトを通して実践しているデザイナー

岩楯　プロセスというのは具体的には？

大崎　マインドに近いかもしれません。

プロセスと言うと手順と捉えられがちで

だと思います。

対する、一種の基本的な振る舞い

必要なこと。デザイン    全般に

というのは、あらゆる分野で

を考慮した上でのデザイン
あらゆるデザインは
「サービスデザイン」の
アプローチで進めるべき

方位的なタッチポイント
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すが、たしなむべき考え方としてあるだ

けだと思うんです。たとえば、サービス

デザインでよく踏まれるプロセスとして

「カスタマージャーニーマップをつくる」

という話がありますが、必ずしもその手

順を踏む必要はないんです。

星　カスタマージャーニーマップで何を

したいのかという「目的を設定すること」

がプロセスとして重要なわけで、カスタ

マージャーニーマップは一つの手段に過

ぎないんです。プロセスとしての目的設

定がちゃんと踏めれば、カスタマージャ

ーニーマップ以外の手段だっていいんで

すよね。

大崎　サービスデザインに関わらず、プ

ロセスを考えるのはすごく重要ですよね。

どういうふうにアプローチしていけば、

この問題が解決するかというプロジェク

ト設計をするというのはデザインにおい

て基本。

岩楯　星くんはサービスデザインをどう

捉えていますか？

星　たとえば、コンセントでは雑誌や広

報誌といった紙モノもつくっていますが、

サービスデザインとして大きく捉えると、

モノ自体は、受け取る人が感じる価値を

最大化するという目的のための一つの手

段なんです。

私はもともとエディトリアルデザインを

中心にやってきましたが、エディトリア

ルデザインも、受け手が感じる価値を上

げるという意味ではサービスデザインの

一部分と言えるかもしれません。私たち

のお客さまである出版社や企業、組織の
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デザインの骨格は一緒。ただ、ツールを

紙と限定しているところが異なるんだろ

うなと。サービスデザインの場合は手段

に縛りはなく、受け手に対して最善と思

われるあらゆる方法を考えるので、やれ

る幅がより広がるのかなと思っています。

岩楯　目的が最初にあって、利用者の価

値をベースに考えたときにどうアプロー

チしていくべきか、どんなタッチポイン

トを設計すべきか、全体視点で考える。

デザインの一部としてお客さまに求めら

れることの一つなんです。お客さまの中

に、漠然と、しかし決定的に問題は存在

していて、その問題を具体的な課題にま

でブレイクダウンしていく。課題設定が

非常に重要です。

河内　お客さま側が何となく問題かなと

は思っているけれどそれを言葉にできな

い、という状態ですか？

星　問題意識はお持ちで、漠然と何かや

らなきゃと思って相談をいただく、とい

う感じですね。

星　でも目的がない場合もあって、

何をしたらいいのか、ということ

大崎　目的自体を探すこともサービスう価値を見い出すかまで考えるという

的な読み手が受け取った後にどうい

から考えることもあります。満足を考えるだけではなく、最終
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情報メディアそのものである製品デザイ

ンに関するものだったり。

岩楯　「情報デザイン」の中でのサービス

デザイン。情報デザインとは違う？

星　まず、デザイナーの関与する領域が

違うのかなと思います。たとえば、情報

デザインの一つとも言えるエディトリア

ルデザインの場合、編集者がユーザーに

伝えたい情報をある程度決めて、デザイ

ナーはその情報をどううまく伝えるかを

考える、といった進め方が多い。一方、

車の情報機器におけるサービスデザイン

といった場合、「こういう情報があり伝

えたい」というスタートは同じなんです

が、「本当にそれが必要なのか、もっと

違うものを伝えた方がいいんじゃないの

か」と前提条件をさかのぼって考えてい

くことになります。そしてさらに上流ま

で食い込んでいって、「ユーザーが何を

求めているのか、何をしたいのか」とか、

「そのときはこうしたいけれど、時間軸的

に後にいったらどうなのか」といったと

ころを突き詰めていく。そうすると情報

岩楯　目的や課題を探すところからとい

うと、「サービスデザインで何かできそう」

という期待が高まる人は多いと思うんで

すが、いろいろなプロジェクトを経験し

てきた中で、具体的に「こんなシチュエ

ーションで活かせる」といった実感はあ

りますか？

大崎　サービスデザインは茫洋とした世

界でもあるので、私やチームメンバーが

経験しているのもその一部に過ぎないと

いうことを前提に聞いていただきたいの

ですが。

たとえば海外の事例だと、接客業のオペ

レーション設計や公共事業の見直しのた

めのサービスデザインというのもよく耳

にします。

コンセントにも業務設計などのご相談も

いただくのですが、現時点で多いのは「情

報デザイン」におけるサービスデザイン

です。車の中での情報メディアだったり、

情報デザインの中での
サービスデザイン
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そのものではなくて、文脈上何が必要な

のかというところまで、デザインの幅が

拡大していくんですよね。

います。もちろん情報デザインだけにこ

だわるつもりはないですが。

……と、ここまで話をしていて、情報デ

ザインという言葉自体がもはや古い気が

してきました。プロダクトデザイン、グ

ラフィックデザインという文脈上で情報

デザインと言っているだけであって、そ

の言葉を使っていること自体、センスが

悪いのかもしれない。

星　「情報」という言葉が指す範囲って

大崎　今のコンセントは、アレフ・ゼ

ロとコンセントという二社が合併し

てできたわけですが、アレフ・ゼ

ロは、コンテンツ発信側により

近いところでどうコンテンツ

をデザインすればよく伝わ

るか、面白くなるかとい

うデザインをしてきた

会社。一方の旧コン

セントは、ユーザーがどんな文脈で使う

のかという、よりユーザーに近いところ

のコンテクスチュアルなデザインをして

きた会社だと思うんです。この 2社のバ

ックグラウンドは、「情報をどうデザイン

して伝わるようにするか」という情報デ

ザインの延長線上でのサービスデザイン

に非常に有効で、それゆえわれわれの得

意分野の一つになっているのかなと。ま

た、そうしたご相談が多いのも、お客さ

まがコンセントにそこを期待してくださ

っているということなんだろうと感じて

広いですからね。プ

ロダクトを通して何を

伝えるかという話になる

わけで、モノが情報を含ん

でいて媒介しているという。

確かに、プロダクトデザイン等

と同列に使う表現ではないような

気がします。

大崎　情報デザイン、プロダクトデザイ

ンと言ってしまうと、プロダクトアウト

前提で話をすることになる。「情報デザ

イン」とは別の表現があるはずだなと。
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岩楯　言葉でいくと、コミュニケーショ

ンデザインともどう違うんだろう、とい

うことが知りたくなってきました。図で

言えば、サービスデザインが大きくあっ

コミュニケーション
デザインと
サービスデザイン

切り取るとコミュニケーションデザイン

という見え方をするんですが、もっと事

業者側のジャーニーも考えた捉え方がサ

ービスデザインなのだと思っています。

岩楯　ユーザー側の価値だけではなくて、

よりビジネス側のことを考える。

大崎　それはそうですね。乱暴な言い方

になってしまいますが、あえてわかりや

すく誤解を恐れず言ってしまえば、コミ

ュニケーションデザインはサービスデザ

インの一部と言えるのかと思います。

星　企業とエンドユーザー間のコミュニ

ケーションだけではなくて、企業内部や、

商品・サービスを提供するにあたっての

関係者間全てのコミュニケーションをデ

ザインすることが大切なんですよね。特

に大規模な組織のプロジェクトの場合、

全体タスクに占める組織内コミュニケー

ションの調整の割合ってわりと高いんで

す。

てその一部としてコミュニケー

たいなイメージなんです

が。

コミュニケーションデザインを

運用していくためのバックオフィス側の

設計も重要になります。要するに、エン

ドユーザーとのコミュニケーションだけ

ではなく、サービスプロバイダ側がどう

いうアプローチをすべきかという設計や

運用の仕方も考慮すべきものなんです。

たとえば、サービスブループリントとい

うサービス全体の青写真を描くアプロー

チがあって、そのユーザーサイドだけを

ションデザインがある、み

大崎　サービスデザインは、
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岩楯　組織内コミュニケーションの調整

が多いんですね。

大崎　組織内のコミュニケーションをデ

ザインするというのは、まさに今サービ

スデザインが注目されている一つの理由

だと思うんです。

特に、カスタマージャーニーマップをつ

くるのは、そこへの寄与の比重がかなり

大きいんです。特に大企業になると、事

業部間のコミュニケーションはなかなか

難しい。ですが、事業部間コミュニケー

ションが果たす価値は、ユーザーと企業

間のコミュニケーションの価値とほぼイ

コールか、もしくは事業部間のコミュニ

ケーションの方が大事ぐらいに捉えてい

いものだと思うんです。それはユーザー

からは全く見えないことなんですが、組

織内のコミュニケーションがうまくいっ

ていないことによって、その企業全体が

提供価値を
最大化する要素、
「組織内コミュニケーション」
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提供できる価値が最大化できていないと

いう問題はすごくあると感じています。

岩楯　部署通しのつながり。

大崎　よく言われる縦割り構造上の問題

ですよね。「サイロ」とも呼ぶんですが、

事業部ごとに閉鎖されている空間を意味

する言葉です。

そうした体系が悪いというわけでは決し

てないんですが、ユーザーを中心に考え

たときには弊害になるケースが多いんで

す。事業部横断のチームをつくったりし

ても、評価体系が追いつかない等いろい

ろな問題があってうまくいかない。そう

した課題を抱えている組織にとっては、

事業部間のコミュニケーションを円滑化

するような外部組織からの働きかけとい

うのは、特に重要視されています。
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岩楯　「サービスデザイン」によって、い

わゆる縦割構造に横串が刺せるという。

二人はデザイナーだけど、デザイナーだ

からこそ特に力を発揮できるのってどん

なところでしょうか？

大崎　「エモーショナルな価値の具現化」

こそ、デザイナーが強く貢献できるとこ

ろだと思います。要するに、感覚的で感

情的なところを価値としてうまく具現化

して、それを元に横串を通すという。

星　その価値自体はすでに企業内にある

んだけれども、内部でのやりとりがうま

くいかず社内的な認知がなされていない

ので、横串を通す必要があるんですよね。

実はコミュニケーションデザインの領域

かもしれないんですが。

もう少し具体的に言うと、たとえば、あ

るプロジェクトを動かそうとしたときに、

そのメインの担当部署自体の社内価値が

デザイナーに期待される、
「エモーショナルな価値の具現化」
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高まらないと動きにくい。そこで、ツー

ルの話にはなってしまいますが、僕たち

デザイナーがその担当部署の方の社内プ

レゼンのお手伝いをすることもよくある

んです。それって横串の通し方なのかな

と。

先ほども言ったように、プロジェクトを

進めていく上ではインナーコミュニケー

ションが障壁になることが多いので、た

とえそういう仕事として始まってはいな

くても、そこは避けて通れないものとし

て担当することが多いです。今現在、サ

ービスデザインということを知らない方

はまだ多い。そんな背景の中で、サービ

スデザインの重要性を認知している方が、

僕たちに一緒に仕事をやろうと言ってく

ださる。ところが、お客さま企業内には

まだまだサービスデザインが浸透してい

ない。そこでまずはその必要性を社内の

みなさんに伝えて担当の方が動きやすい

土壌をつくっていく。こういう価値があ

るのかと組織全体が認知してやっと、エ

ンドユーザーに対しての商品・サービス

を考えていく、外に出られるということ

になったりもするんです。
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組織体制を変えるとなると大掛かりだし

すぐに実行するのはハードルが高いです

が、横串を通すというところは、デザイ

ナーの思考プロセスやスキルを活用すれ

ばできることなんじゃないかなと思いま

す。

大崎　もちろん定量的な分析や立証も必

要で、そこはたとえばお客さま自身が既

に考えられていたり、経営レイヤーのコ

ンサルタントが動いたりということもあ

りますが。われわれデザイナーには、サ

ービスデザインのよりデザイナー側面を

期待してもらっていますね。

岩楯　エモーショナルな価値の具現化で

すね。

大崎　それに、エモーショナルなところ

の発想も期待されます。
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河内　そのエモーショナルな発想でアイ

デアがわいたとき、それに共感してもら

う必要があるじゃない？　企業の担当者

と共有するために、伝える手段としてど

ういうものを持っている？

大崎　私はプレゼンシートといった形で

やることが多いんですが、そこにはグラ

フィックデザインやエディトリアルデザ

イン、もしくは編集という考え方をもち

込むことがすごく大事なんです。

私自身、苦い想い出がいっぱいあるので

すが、やりがちなのは、われわれが考え

たプロセスを演繹的に述べていって、結

局、何がいいのか伝わらないパターン。

情報を素のまま全て出すのではなくて、

きちんと「編集」をして伝わるようにする

といった、一種の編集スキルとデザイン

スキルがないと伝わらないんです。

岩楯　「編集」をもう少し具体的に言う

とどんなことですか？

大崎　たとえば、われわれが考えたこと

を端的に一つのコピーや映像、1ビジュ

アルで表すとしたらどうだろうというよ

うに、「切り取り方」をもって伝えるとい

うことです。そこにはエディトリアルデ

ザインの経験で得たスキルがすごく生き

ているという実感があります。

細かい例なんですが、エディトリアルデ

ザインではレイアウトをするときに、ど

の写真がいいだろうかとか、この写真は

こうトリミングしたらいいだろうといっ

たことを考えますよね。プレゼンシート

といった共有ツールをつくるときの思考

もそれと近いんです。要するにその現象

をどう抽象化するか、どこを切り取って

強調したり省いたり、という編集作業を

頭の中でやっているんですよね。

岩楯　伝わるためには、集めた情報のど

こを切り取るべきかを考える。

大崎　そうですね。どこを言わなくてい

いとか。プレゼンテーションの基本かも

しれませんが、私も星さんもそうですが、

エディトリアルデザインをやってきた人

間はそこのスキルがすごく高いので、サ

ービスデザインで「共有する」「伝える」

ということをやっていく中でも強みとし

て活きるところだと思います。

共有ツールに活かせる
エディトリアルデザインの
スキル
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星　僕らは大崎くんが言うエモーショナル

な価値を伝える努力をしていて、そこには

エディトリアルデザインで培った力が活き

るので紙で伝えることももちろんやるべき

なんですが、共有するため、伝えるための

手段と考えたときに、別に紙である必要は

ないんですよね。

今、僕らに足りないのは、紙以外での手段

の幅。今後はもっと自由に、もっと幅広く

やれるようにならないといけないと思うん

です。「伝えるもの＝プレゼンシートのよう

な紙」と自動変換してしまっている部分も

あると思うんですが、エモーショナルなも

のを伝える最善の「何か」は紙でないこと

も多い。たとえばムービーも一つの手段と

して選択肢には当然ある。何が最大の効果

を生み出してうまく伝えられるのかという

ことをフレキシブルに考えていくことで、

お客さまの組織内での価値も上がって、サ

ービスデザインを実践することの価値も浸

透する、というところを今後目指していき

たいです。
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河内　先日のサービスデザインカンファ

レンスでUKを訪問したとき、ブライト

ンにも寄ってCrearleft（※）というデザ

イン会社の代表のAndy Budd氏と情報

交換したんだけれど、Andy自身、カン

影響する
ビジネス文化の違い

※Crearleft：
Brighton（UK）にあるデザインエージェンシー

http://clearleft.com/

ファレンスのスピーカーとして来日した

経験もあったり、彼らには、イギリス国

内にもアメリカにもクライアントがいる

から、プロジェクトを進めるときにビジ

ネスにおいて文化が違うかということを

質問したのね。そうしたらアメリカと日

本は明らかに違うし、イギリスはその真

ん中ぐらい、ということを言っていた。

どういうことかというと、アメリカの場

合はプロダクトやサービスの質にフォー

カスしてプロジェクトを進めるから、プ

ロジェクト担当者がかなりの裁量を持っ

ている。だからパートナー企業を選ぶと

きも、いいものをつくると言っているん

だからこの会社に発注する、ということ

をその担当者の権限だけで決められる。

いい製品をつくるための最善の手段にフ

ォーカスされているのね。

一方、日本はヒエラルキーな文化だから、

上司がいて、その上司がいて、さらに上

司がいてといった構造で承認経路が長い。

しかも俗な言い方をすればその人の出世

に関わったりもするから、上司を説得す

るための社内プレゼンが重要視されてい

る。イギリスはアメリカと日本の中間、

どっちもありうるみたいなことを言って

いたのね。

その話を聞いて、リソースが限られてい

る中で社内コミュニケーションにどれだ

け時間を割くか、どれだけ資料をつくら

なければいけないかは、その国の文化に

かなり依存するんだなと思った。アメリ

カだったらよりよいプロダクトやサービ

スをつくる方に働くから、社内共有のた

めだけの資料をつくる時間があるんだっ
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たらプロトタイピングをしようとなるだ

ろうし、日本だと、自分の上司を社内で

立てなければいけないから、その上司が

さらに上の上司を説得するためのツール

をいかに準備できるかということに時間

が割かれたりするのかなと。

要は、日本でサービスデザインという文

脈で社内コミュニケーションが重視され

るのは、文化的な背景も結構あるのかな

と感じたのね。

大崎　そうですね。グローバル展開して

いるお客様のお話を聞いたときもそう思

いました。

やはり文化の違いがあって、海外に比べ

て日本の方が承認フローが複雑だった

り、上司に対して伝えるためだけの資料

をつくることがすごくあるようです。そ

れに海外の企業の場合、プロジェクトチ

ームを少数で組んでいて、メンバーが同

じ空間にいることでプロジェクトがスム

ーズに進むけれども、日本ではメンバー

が部署ごとに遠く離れていることが多い。

そういった組織上の課題の解決策を我々

が示すこともあります。
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いうか、「サービスデザインはこうだ」と

決めつけた瞬間に終わってしまう。そも

そも世の中は動いているわけですし。営

業的には「これぞコンセントのサービス

デザイン」みたいに言いたいですが（笑）。

このプロセスを踏んで、このメソッドを

使って、と言わばパッケージ化されたも

のに則れば一定の成果は出るかもしれな

いけれども、本質的な成果は出ないと思

うんです。運用するとなった時点で、そ

れはデザインではなくなる。

岩楯　インタビュー冒頭で、「サービス

デザインは茫洋としている」と言ってま

したが、注目され始めてまだ数年、やは

り実際の現場でも可能性を探りながらや

っている、という感じでしょうか？

大崎　もちろんそうだと思いますよ。と

「運用」になった時点で
デザインではない

岩楯　時代は変わるし、成熟するにつれ

て企業を取り巻く事情も変わるから、以

前すごいと思えたサービスや商品が数年

後には当たり前のものになっている。フ

レキシブルな発想で考えていかないと、

サービスデザインに秘められている可能

性を発揮できないなと、これまでの話を

聞いていて思いました。

大崎　お客さまの事情によって全然違う

ので、何かを当てはめるのではなくて、
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お客さまに合ったソリューションを 1個

1個スクラッチで考えていくべきだと思

っています。

星　服にたとえて言うなら、既製服じゃ

なくてオーダーメイドなんですよね。「あ

なたに合わせて仕立てます」という。

河内　旧コンセントのタグラインは「Web

時代の設計事務所」だったのね。当時言

っていたのは、コンセントは注文住宅を

つくっています。こだわりを持った施主

側にもコミットを求めるけれど、何がど

う作用するかは徹底的に話し合い、適当

な解決はしません。だから耐用年数が長

くフレキシブルな運用ができるものをつ

くれる可能性が高まります、ということ

を価値としてやっていて。

星　注文住宅というのはすごくわかりや

すいですね。通じるものがあります。

17

22



河内　パッケージ化にもいい側面はある

サービスデザインで重要な、
「再現可能性」

よね。1回パッケージにすれば、誰が

やってもある程度の再現性が担保

される。だけど注文住宅の場合

は個別対応できるデザイナー

が毎回必要になる。そこで

提供できるものって属人

的になっている気もして

いるんだけど。後進を育

てたり、大崎くんや星く

んのように、たとえばエ

ディトリアルデザインから

サービスデザインに移行する

メンバーがいることを考えると、

パッケージ化されている方が楽か

なとも思う。

大崎　再現可能性はサービスデザインで

は肝ですよね。ただ、再現可能性にはレ

イヤーがいろいろあって、お客さまにと
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って再現可能性であることはすごく重要

だと思います。私たちがファシリテーシ

ョンしてワークショップ型で進めるなど、

お客さまとプロセスを一緒に踏むという

スタイルを大切にしていますが、それは

ういうレイヤーでの再現可能性は持たせ

られないんです。河内さんの言っている

社内教育というのは実はまだ模索中で、

何を身に付ければサービスデザイナーと

して一人前なのかという定義は明確では

ない。

またお客さまにとっての再現可能性と言

っているのも、お客さまが次のプロジェ

クトでそれができるというだけでは不十

分で、お客さまの組織内で広められるよ

うにすることが必要なんです。我々はそ

ういう可能性を持たせるスキルはある。

つまりデザイナーがいなくても、お

客さま自身である程度できるよう

にするため。それはサービスデ

ザインでは大事なことなんで

す。そういう意味での再現

可能性は非常に重要だと

思っています。

たとえば、ジャーニーマッ

プをつくるのもそのためと

いうこともあります。

星　実際、サービスデザイン

のプロセスを社内に広めたい、

というご相談をいただくこともあ

ります。僕らが設定したプロセスを

お客さまと一緒に回してみてうまく進

岩楯　なるほど。お客さまにとっての再

現可能性以外のレイヤーだと？

大崎　デザイナーとしては、再現可能性

に頼りきってはいけない。お客さまがで

きるように再現可能性のあるプロセスを

デザインするのはデザイナーの役目だけ

れども、デザイナーがそれをつくり出す

のを定型化したらいけないと思っていま

す。

たとえば星さんができることを私が再現

できるかといったらそれはできない。そ

められないところをフォローしたり。も

ちろん発想のジャンプが必要なところで

は、僕らデザイナーが思考をフル回転さ

せるわけですが。
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サービスデザイナー同士、
他専門職との連携で
価値を高める
岩楯　最後に、個人としてチームとして、

サービスデザインとどう向き合っていき

たいですか？

大崎　情報デザインをもとにしてサービ

スデザインを拡張していきたい。情報デ

ザインに軸を持つのもありだとは思いま

すが、やれる仕事は増やしたいですね。

コンセントにはコンテンツストラテジー

やエンタープライズ情報アーキテクチャ

のチームがいるので、そういうメンバー

との連携は肝だと思っています。

岩楯　肝だと感じる点はどこですか？

大崎　コンテンツをデザインするという

強みがコンセントにはあるんですが、今

はまだその強みを活かしきれていないと

思うんです。サービスデザインチームと

してそこを強化して、コンセント全体が
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提供できる価値を上げていきたいです。

岩楯　サービスデザインチームには今 7

人いるから、サービスデザイナー同士そ

れぞれの核となるスキルを共有し合うこ

とで、チーム全体としての提供価値も高

まりそうですよね。

星　ベースはみんなで共有しつつ、チー

ム内でいろいろな方向性があるというの

がいいなと思っています。

最初に言っていたように、サービスデザ

インはとにかく幅が広い。広いところを

ずっとやっていると広がるかもしれない

けれど、一方でぼやけてくるかもしれな

いという不安があるので、どこか 1本筋

を通したいと思っています。たとえば、

情報設計はエキスパートとしてやるとか、

僕の場合は車が好きなので自動車業界を

専門的にやるとか。そういう核を持ちつ

つ、いろんなプロジェクトを通して広げ

ていきたいですね。

軸を持って、自分に足りない部分は協力

してくれる人を巻き込んでうまくリレー

ションして引っ張っていく。誰かに応援

を求められる状態をつくっておくことが

大切かなと思います。 （おわり）
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T HE  EDITOR'S  N OTE

な
世
界
だ
な
と
思
う
。
実
際
の
現
場
で
実
施
し

て
い
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
フ
ィ
ル
タ
を
通
す
と
ど

う
な
の
か
、
部
分
的
で
も
よ
り
具
体
的
に
理
解

で
き
る
も
の
に
な
れ
ば
と
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
サ

ー
ビ
ス
デ
ザ
イ
ン
チ
ー
ム
の
二
人
と
の
対
談
を

企
画
し
た
。

「
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
強
く
貢
献
で
き
る
と
こ
ろ
は
、

エ
モ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
価
値
の
具
現
化
と
、
エ
モ

ー
シ
ョ
ナ
ル
な
と
こ
ろ
の
発
想
」。
こ
れ
は
組

織
内
に
お
け
る
横
串
を
通
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

カ
ス
タ
マ
ー
に
と
っ
て
価
値
あ
る
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
送
り
出
す
前
の
、
組
織
内
で
の
価
値
共

有
や
体
制
が
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
と

き
に
、
サ
ー
ビ
ス
デ
ザ
イ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
が
有

効
に
働
く
の
は
組
織
に
と
っ
て
も
カ
ス
タ
マ
ー

に
と
っ
て
も
社
会
に
と
っ
て
も
い
い
こ
と
だ
と

思
う
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
サ
ー
ビ
ス
デ
ザ
イ
ン

が
注
目
さ
れ
る
一
つ
の
要
素
と
な
っ
て
い
る
と

い
う
の
は
う
な
づ
け
る
。

そ
し
て
も
う
一
つ
、「
お
客
さ
ま
企
業
に
と
っ

て
の
再
現
可
能
性
は
重
要
だ
が
、
デ
ザ
イ
ナ
ー

が
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
生
み
出
す
こ
と
を
運
用
化

し
て
し
ま
っ
た
ら
そ
の
時
点
で
デ
ザ
イ
ン
で
は

な
く
な
る
」
と
い
う
言
葉
に
、
問
題
に
と
こ
と

ん
実
直
に
向
き
合
う
デ
ザ
イ
ナ
ー
魂
を
感
じ
た
。

（
岩
楯
ユ
カ
）

崎
く
ん
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
サ

ー
ビ
ス
デ
ザ
イ
ン
っ
て
本
当
に
茫
洋

大

今
流
行
っ
て
い
る
言
葉
を
使
っ
て
、
ツ
ー
ル
な

り
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
な
り
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し

た
も
の
を
共
有
し
展
開
し
て
い
け
ば
労
力
は
減

ら
せ
る
か
も
し
れ
な
い
の
に
、
そ
う
し
な
い
。

「
サ
ー
ビ
ス
デ
ザ
イ
ン
は
こ
う
だ
と
決
め
つ
け
た

瞬
間
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
そ
も
そ
も
世
の
中

は
動
い
て
い
る
」。
企
業
が
抱
え
る
課
題
や
そ

の
顧
客
が
価
値
と
感
じ
る
も
の
は
変
わ
っ
て
い

く
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
す
る
こ
と
で
安
心
し
思
考

停
止
の
ワ
ナ
に
は
ま
っ
て
は
い
け
な
い
の
だ
。

ア
ッ
と
驚
か
せ
る
サ
ー
ビ
ス
を
世
の
中
に
出
す

よ
う
な
「
作
品
」
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
で
は
な
く

て
、（
企
業
が
）
や
り
た
い
こ
と
の
実
現
と
そ
れ

を
成
立
さ
せ
る
し
く
み
の
た
め
に
、
そ
し
て
顧

客
や
ユ
ー
ザ
ー
の
よ
り
良
い
体
験
の
た
め
に
、

デ
ザ
イ
ン
と
い
う
手
段
を
使
っ
て
い
る
。
あ
く

ま
で
黒
子
。「
サ
ー
ビ
ス
デ
ザ
イ
ン
」
を
や
っ
て

い
る
と
い
う
よ
り
も
、
コ
ン
セ
ン
ト
の
デ
ザ
イ

ン
の
プ
ロ
セ
ス
や
デ
ザ
イ
ナ
ー
達
の
思
考
は
こ

れ
ま
で
も
「
サ
ー
ビ
ス
デ
ザ
イ
ン
」
的
だ
っ
た

の
だ
な
と
感
じ
た
。
サ
ー
ビ
ス
デ
ザ
イ
ン
と
い

う
と「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
言
葉
と
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
目
に
す
る
こ
と
も
多
く
一
見
華
や

か
さ
す
ら
感
じ
る
け
れ
ど
、
今
回
取
材
を
通
し

て
改
め
て
思
っ
た
。「
地
味
だ
な
〜
」。

（
河
内
尚
子
）

ン
セ
ン
ト
っ
て
や
っ
ぱ
り
商
売
が
あ

ま
り
う
ま
く
な
い
会
社
だ
な
と
思
う
。
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